
秋の国際短編映画祭ラインナップ発表・チケット発売開始
次期アカデミー賞候補となるグランプリ作や

2026最新受賞作など50点超上映！

ホラー＆スリラー、女性フィルムメイカーの特集に加え、

バイヤー目線で体験参加できるマーケットスクリーニングも開催

CapCutやTYO、TOPVIEW JAPANとの
AIショートフィルム特別プログラムにも注目

2026年11月5日（木）～8日（日）
東京都写真美術館・kino cinéma新宿

11月9日（月）～11月22日（日）オンライングランドシアター

2026年９月30日

ショートショート アジア実行委員会＜プレスリリース＞

米国アカデミー賞公認・アジア最大級の国際短編映画祭【ショートショートフィルムフェスティバル & アジア 2026】

米国アカデミー賞公認、アジア最大級の国際短編映画祭ショートショート フィルムフェスティバル & アジア（SSFF & ASIA）
は、本日、11月５日（木）よりスタートする秋の国際短編映画祭のラインナップを発表、チケット販売をスタートしました。

URL:  https://www.shortshorts.org/2026autumn
本映画祭は、東京都が共催し、日本とアジアのクリエイターの才能を世界に発信すべく、東京都写真美術館、kino cinéma新
宿での会場上映、セミナー開催と共に、7万人のクリエイターが登録するプラットフォームLIFE LOG BOX（ライフログボックス）に
開設されるオンライングランドシアターからも配信を行います。

上映ラインナップには、6月に開催したSSFF & ASIA 2026グランプリ＝ジョージ・ルーカスアワード受賞作『スピー
ディ！』をはじめ、来年のアカデミー賞短編部門受賞候補となるライブアクション、アニメーション、ノンフィクション部門の優秀
賞受賞作品など、ベストオブベスト50作品以上が一堂に集まります。

特集プログラムは、世界各国の「ホラー＆スリラー」や東京国際映画祭との提携プログラム「Women Led Films」に加え、
生成AIを活用したショートフィルムの数々を体験できる「CapCut AI Film Program」や「TOKYO 
STORIES_season2」、「TOPVIEW AI映画上映プログラム with 三宅隆太監督」にも注目です。
さらに、新しい才能と出会うOnline Cinema Market発の特別上映：マーケットスクリーニングを初開催。Online 

Cinema Marketに集まっている作品を劇場で紹介する、初の特別上映プログラムでは、クリエイターが生み出すまだ見ぬ
物語と新鮮な映像表現を、バイヤーのみならず映画ファンにも楽しんでいただきます。
また、【日本博プログラム】～花・緑・農・食から見る、日本の風景と暮らし、クリエイター向けのセミナー「ショートフィルムを世

界へ：映画祭からマーケット、次のキャリアへ」も開催いたします。

https://www.shortshorts.org/2026autumn


ホラー＆スリラープログラム

達成できなければ、死よりも恐ろしい罰、夫の止まらないおしゃべりに長年耐えてきた妻、結婚祝いとしてある「生き物」を贈られる若い
夫婦、地元の人間さえ近づかない禁足の森・・・。
表面の裏に潜む奇妙な何かや、見慣れた風景が不気味なものへと変わり、あり得ないことが現実となる不可解さ。
このプログラムは、思いがけない場所に危険が潜む世界へと私たちを誘いだす、不気味で謎めき、あるいは面白いほど奇妙な物語で構
成され、想像力というものが時に恐ろしいものであることを私たちに思い出させることでしょう。

【上映作品抜粋】

東京国際映画祭提携プログラム

Women-Led Films：女性主導のフィルムメイキング

第39回東京国際映画祭と連携し、女性監督による、女性たちがリードして製作された作品を特集します。
長編デビュー作『A Girl Unknown』が今年のトロント国際映画祭で注目を浴びた中国の鄒静（ツォン・ジン / Zou Jing）監督に
よる、地下の代理母ビジネスというショッキングな社会題材をテーマに描いたカンヌ国際映画祭批評家週間受賞作『Lili Alone』の特
別上映をはじめ、キルギスタン・アゼルバイジャン、プエルトリコ、そして日本の女性監督たちの視点を通じて表現される社会や風習、文
化、価値観にハッとさせられる見ごたえの作品群をご覧ください。

【上映作品抜粋】

特集

特集

11/7（土）19：10～20：30 

11/5（木）10：40～12：10

Q&A登壇あり
『マビト/MABITO』
監督：吉岡 一靖 & 木村 響/23:38 /日本/2025

昭和19年、消息を絶った軍用機を捜索するため、主人公・齋藤
の属する陸軍部隊はある山の森へと入った。しかしその森は、地元
の人間さえ近づかない禁足の地だった。

『底なし豚/The Pigs Underneath』
監督：Charlie Dennis/12:37 /イギリス/2025

結束の強い労働者の町に暮らす人々。生き延びるために過酷な
ノルマを課されている。達成できなければ、死よりも恐ろしい罰が待
ち受けているのだ。

＜特別上映＞
『Lili Alone』
監督：Jing Zou/22:44 /中国・香港・シンガポール/2021

貧しく孤独な若き母リリは、死に瀕した父を救うため、治療費を稼ごうと都会
へ向かう。

Q&A登壇あり
『ユー・キャノット・ビー・シリアス！/You Cannot Be Serious!』
監督：大川 五月/24:18 /日本/2025

広告代理店で働く30代独身の菜摘は、NY帰りに予想外の妊娠！
キャリアに悩みつつ出産を決意するが、母に「父親はアメリカ人」と告白
し運命は激変。母の珍妙なサポートに辟易しながら無事出産の日を
迎えるが…



【日本博プログラム】～花・緑・農・食から見る、日本の風景と暮らし上映

ショートフィルムでめぐる、日本の自然、地域、そして未来。
世界の作品とともに、「花・緑・農・食」から日本の魅力を再発見するプログラム。

11/8（日）12：30～13：50 @kino cinéma新宿

受賞作品プログラム：2026年映画祭BESTショートを一堂に！

グランプリ=ジョージ・ルーカスアワード受賞作を含む来年のオスカー候補群を

音楽やクリミナル、ロマンスなど６つのテーマで楽しむプログラム

上映

秋の国際短編映画祭の醍醐味は、ベストオブベストのショートフィルムを一挙に楽しむ濃厚さ。
5-6月に開催したSSFF & ASIA 2026グランプリをはじめ、各部門受賞のお墨付き作品を
映画祭プログラムディレクターが6つのテーマでキュレーションしお届けします。
世界の監督たちが描く、人生や心の葛藤、音楽やロマンス、欲望など、満足度100％間違いなしのプログラムをお楽しみください。

11/6（金）-8（日） 
@kino cinéma新宿

受賞プログラム1-さあ立ち上がれ、もう一度
『トーキョーサブマリン』

Cinematic Tokyo 部門 優秀賞 / 
東京都知事賞

監督：高橋 良輔

受賞プログラム2-成長とは
『アンノウン』

ベストアクターアワード
（ライブアクション部門 ジャパン）

監督：中村 七瀬

受賞プログラム3- 心のなかで
『シャリとライカとミックステープ』

アニメーション部門 優秀賞
監督：Kiana Naghshineh

受賞プログラム4- 耳を澄ませて
『サミア』

J-WAVE SOUND OF CINEMAAWARD
監督：Selma Alaoui & Bruno Tracq

受賞プログラム5- 境界線の向こうには
『shady』

オーディエンスアワード
（ライブアクション部門 ジャパン）

監督：山田 日貴

受賞プログラム6- あなたの虜
『おっとのあし』

Most Viewed Award
監督：八幡 貴美

『ちくわっちゃ!』
監督：三坂知絵子/24:58 /日本/2025

東京で暮らす小学生の兄弟、カイとヒロは、夏休みを山口県
下関の叔母のもとで過ごすことに。豊かな自然の中での様々
な経験を通じ、自身の内面と向き合う２人。ある日、カイは
浜辺で歌う少女キノと出会う。キノの祖父が作る「ちくわ」を食
べ、その美味しさに感動したカイは、ちくわの魅力を伝える配
信番組作りに挑戦する。

『私たちが麺処まろに通うまでに至った件』
監督：小山 巧/23:59 /日本/2025

中学時代、コロナ禍で息苦しい青春時代を過ごした少女たち。閉ざさ
れた日々の中でも小さな光を見出し、友情を紡いだ４人は卒業後、
１つの約束を果たすためにあるラーメン屋に集う。そこにしかないラーメン
を求めて、今日もさまざまな人々が『麺処まろ』を訪れる。なぜ彼らは、
この場所でラーメンを食べるのか。



生成AI×ショートフィルムの最前線を体験  特別プログラム

TOKYO STORIES_season2

AIのクリエイションが溢れる世界に、TOKYOの視点をお届けします。
東京に蠢く様々な才能が、生成AIを使って新しいショートムービーを創ります。
AIのクリエイティブに新しい風が吹くことを目指して。
今年2月のプロジェクトの立上りから、世界中で評判を集めている
TOKYO STORIESの第二弾が恵比寿に登場します。
新しいAIクリエイター28人の創り出す、新しいAIショートムービーの
TOKYO曼荼羅をお楽しみください。
※2026/11/05(木) 12:30–14:00および14:20–15:50の二回に
分けて上映します。

TOPVIEW AI映画上映プログラム with 三宅隆太監督
「クロユリ団地」脚本の三宅隆太監督がゲスト登壇！

AIは、映像表現をどこまで広げられるのか。TOPVIEWは、
世界の最先端AI画像・動画生成モデルを束ね、脚本から
映像化までを支えるAIクリエイティブプラットフォームです。
AIが制作を進めても、一つひとつのショットを決めるのは
クリエイター自身。社内の映像制作チームは、実写作品と
並ぶ海外の動画プラットフォームで1位を獲得し、
1億再生を超えるドラマ作品を生み出しました。
本プログラムでは、彼らの作品と日本のAIクリエイターによる
作品を上映し、AI映像の最前線と、これからの映画づくりの
可能性を探ります。

11/5（木）12：30～14：00/ 14:20～15:50 @東京都写真美術館

CapCut AI Film Program

CapCutで制作された、AIを活用したショートフィルムを上映する特別プログラム
です。多様なクリエイターがそれぞれの視点からAIと向き合い、新たな映像表現
やストーリーテリングに挑戦した作品を紹介します。AIによって広がる創作の可
能性と、人のアイデアや感性がテクノロジーと交わることで生まれる、新しい映像
体験をお楽しみください。

11/7（土）15：50～17：10@kino cinéma新宿

11/8（日）14：10～15：30@kino cinéma新宿

バイヤー目線で参加！マーケットスクリーニング上映

新しい才能と出会うOnline Cinema Market発の特別上映、マーケットスクリーニングを初開催。LIGFE LOG BOXで展開中の
Online Cinema Marketに集まっている作品を劇場で紹介する、初の特別上映プログラムでは、クリエイターが生み出すまだ見ぬ物
語と新鮮な映像表現。バイヤーのみならず映画ファンにも楽しんでいただきます。クリエイターと観客、そして業界をつなぐ、新しい作品と
の出会いにご期待ください。

『じゃあね！また明日。』
監督：金澤勇貴/12:05 /日本/2023
放課後の音楽室。なんだか身の入らない居
残り練習。日々の悩みが晴香の頭を埋めて
いた。 校門へ向かう途中。渡り廊下の窓
から落ちてきた自転車の鍵。 鍵を拾った晴
香と、息を切らし駆けて来た秀一。 鍵を渡
しそそくさと帰ろうとする晴香と、呼び止める
秀一。 「一緒に帰らねえ？」

『オービタル・クリスマス』
監督：堺三保/16:10 /日本/2021
近未来のクリスマス。父を探しに地球に
行こうとして月のドーム都市から貨物に
密航、誤って軌道上の宇宙ステーション
にたどり着いた日本人少女を、当直中
のアラブ人技術者がなんとか助けてやろ
うと努力する。

『終わりなき世界を駆けるとき』
監督：二野 俊太/14:58 /日本/2025

かつて注目を浴びた作家・宮田尚人は、
鳴かず飛ばずで書けない日々に苛立って
いた。そんな中、静かな住宅街で”謎の音”
が聞こえ始める。



ショートフィルムを世界へ：映画祭からマーケット、次のキャリアへセミナー

作品を「作る」から「届ける」へ。
「カンヌShort Film Corner | Rendez-vous Industryに学ぶ、
ショートフィルムと世界のつなぎ方」をテーマに東京都共催によるクリエイター向けトークセミナーを開催します。
ショートフィルムを完成させ、映画祭で上映されることは、クリエイターにとって大きな一歩です。しかし、その作品をさらに世界へ届け、

次の制作や国際的なキャリアへとつなげていくためには、映画祭への出品だけでなく、「マーケット」や「インダストリー」とどのようにつながり、
自らの作品をプロモーションしていくかという視点も重要になります。
本セミナーでは、5名の日本人ショートフィルム監督が登壇し、それぞれの作品の映画祭上映・受賞歴などを振り返りながら、予告編

とともに自身の作品の魅力や可能性をプレゼンテーションします。
続いて、カンヌ国際映画祭の若手才能育成部門「Cinéma de Demain」のもと、短編映画や新進クリエイターと国際映画業界を

つなぐShort Film Corner | Rendez-vous Industryの総責任者、フロリアン・フェルナンデス氏が映像出演。インタビューを通じて、
SFC | Rendez-vous Industryの役割や、若手クリエイターに提供される機会、短編映画を起点に国際的なインダストリーへアプ
ローチし、次のプロジェクトやキャリアへつなげていくための実践的なヒントを紹介します。
作品を「作る」だけで終わらせず、「届ける」「つながる」、そして次の機会へ。これからショートフィルム制作を目指す方から、すでに作品

を完成させ、国内外への展開を考えているクリエイターまで、自身の作品の可能性を広げるための具体的な視点と方法を学ぶ約100
分のセミナーです。

フロリアン・フェルナンデス
カンヌ国際映画祭 短編映画業界向けプログラム
「SFC | Rendez-vous Industry」総責任者

映画学修士のフロリアン・フェルナンデスは、カンヌ国際映画祭の「SFC | Rendez-vous 
Industry」で10年間にわたり業界向けプログラムの運営や再構築に携わり、2024年に
同フォーラムの責任者に就任しました。また、SXSWやモントリオールなど世界各地の映画
祭でプログラマーやコンサルタントを歴任。2023年からはSolal Filmsと提携し、ベルリンや
ロカルノなど主要映画祭で選出された短編映画の配給・セールスを手がけるほか、レジデン
ス・プログラムの立ち上げなど幅広く活動しています。

オンライングランドシアターではSNSアンバサダーによる推しショート公開 ／
オンラインサテライト会場BSSTOでは食欲の秋と世界の映画祭を特集

東京発・国内外にもSSFF & ASIAのフィルムメイカーたちの才能を発信すべく、オンライングランドシアターでは20点以上の映画祭ノミ
ネート作品を11月9日～22日までの間、クリエイタープラットフォームLIFE LOG BOXを通じて配信いたします。SNSで映画レビュー
やオススメを発信しているSNSアンバサダーたちが投票し決定する推しショート作品（10月中旬発表！）も公開します。

＜鑑賞方法＞ 配信期間：11月9日（月）～22日（日）
URL https://app.lifelogbox.com/shortshortsonlinegrandtheater
オンライン グランド シアター鑑賞パスポートをオンライン会場にてご購入下さい。
早割り 9/29（火）16:00～11/8（日）：国内1,000円、海外5ドル
通常料金 11/9（月）～11/22（日）： 国内1500円、海外8ドル

11/5（木）18：00～19：30 @東京都写真美術館

映画祭と連動し、ショートフィルムを年間を通じて無料配信しているオンライン映
画館、ブリリアショートショートシアターオンライン（BSSTO）では、
秋の国際短編映画祭のサテライト会場として、10月は「食欲の秋」をテーマに
思わずお腹がグーっとなってしまうようなグルメなショートフィルム4作品を特集。
11月は「世界の映画祭」にフォーカスし、短編映画祭の最高峰、クレルモン・
フェラン観客賞受賞作品やブリュッセル映画祭受賞作品など世界の映画祭が
注目する作品群を特集します。
メールアドレスの登録で無料でお楽しみいただけます。
https://sst-online.jp/magazine/19920/

https://app.lifelogbox.com/shortshortsonlinegrandtheater
https://sst-online.jp/magazine/19920/
https://sst-online.jp/magazine/19920/
https://sst-online.jp/magazine/19920/


■期日および会場：
＜上映・イベント会場＞
東京都写真美術館ホール 11月5日（木）
kino cinéma新宿 11月6日（金）～8日（日）
サテライト会場：東京ミッドタウン日比谷 日比谷シネマフェスティバル
※作品により上映開始時間が異なります。ウェブサイトにてご確認ください。
＜オンライン会場＞
オンライン・グランドシアター 11月9日（月）～11月22日（日）
オンラインサテライト会場：ブリリア ショートショートシアター オンライン
10月7日（水）～食のプログラム
11月4日（水）～世界の映画祭プログラム

■チケット予約・販売中
【上映会場】
＜無料＞
・東京都写真美術館ホールでの上映、イベント
・日比谷シネマフェスティバルでの上映
＜有料＞
・kino cinéma新宿
●1プログラム・イベント 一般前売り：1500円、一般当日：1,800円
●大学生前売り：1,200円、大学生当日：1,500円
 ●小学生・中学生・高校生：前売り：1,000円 ／当日：1,300円 未就学児（小学生未満） 無料
【オンライン】
＜オンライングランドシアター＞
早割り 9/29（火）16:00～11/8（日）：国内1,000円、海外5ドル
通常料金 11/9（月）～11/22（日）： 国内1500円、海外8ドル
＜オンラインサテライト会場＞
ブリリア ショートショートシアター オンライン（無料）
■主催：ショートショートアジア実行委員会／共催：東京都／後援：J-WAVE ／協賛：日本直販株式会社 ／株式会社
TYO ／CapCut ／TOPVIEW JAPAN株式会社／提携企画：第39回東京国際映画祭／ARTE TOKYO／会場協力：
kino cinéma新宿／協力：有限会社 ディレクト・ネットワークシステムズ
■ウェブサイト：https://www.shortshorts.org/2026autumn/

SSFF & ASIA 2026 秋の国際短編映画祭 概要

米国俳優協会（SAG）の会員でもある俳優 別所哲也が、米国で出会った「ショートフィルム」を、新しい映像ジャンルとして
日本に紹介したいとの想いから1999年にアメリカン・ショート・ショートフィルムフェスティバル創立。2001年には名称を
「ショートショート フィルムフェスティバル（SSFF）」とし、2004年に米国アカデミー賞公認映画祭に認定されました。

また同年、アジア発の新しい映像文化の発信・新進若手映像作家の育成を目的とし、同年に
「ショートショート フィルムフェスティバル アジア（SSFF ASIA 共催：東京都）」が誕生し、現在は 「SSFF & ASIA」を総称とし

て映画祭を開催しています。
2018年には、映画祭が20周年を迎えたことを記念し、グランプリ作品はジョージ・ルーカス監督の名を冠した

「ジョージ・ルーカス アワード」となりました。 2019年1月には、20周年の記念イベントとして「ショートショートフィルムフェスティバル in 
ハリウッド」が行われ、2019年の映画祭より、ライブアクション部門（インターナショナル、アジアインターナショナル、ジャパン）および
ノンフィクション部門の各優秀賞4作品が、2022年からはアニメーション部門の優秀賞を含む５作品が、翌年のアカデミー賞短編部
門へのノミネート候補とされる権利を獲得しました。SSFF & ASIAは映画祭を通じて引き続き、若きクリエイターを応援してまいります。
https://www.shortshorts.org

ショートショート フィルムフェスティバル &  アジア

【本件に関するお問い合わせ先】
ショートショートアジア実行委員会 担当： 田中 TEL：03-5474-8201  press@shortshorts.org

画像のダウンロード：
https://drive.google.com/drive/folders/1kzeu0gY8Ezv9EagKdb21CA7K1SX9giwd?usp=sharing

https://www.shortshorts.org/
https://drive.google.com/drive/folders/1kzeu0gY8Ezv9EagKdb21CA7K1SX9giwd?usp=sharing
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